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肝 Co サポートプログラムを利用した地域での Co 活動の質向上に資する研究 
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研究協力者：會田恵美子 東京医科大学茨城医療センター 総合相談・支援センター 

  

研究要旨： 肝 Co サポートプログラムを利用し、異なる地域で活躍する肝 Co からの情報

共有と discussion を踏まえてスキルアップ研修を実施し、肝 Co が独自で研修会を行う意

義が明確になったため、今回はこの経験を活かし、単独での研修会開催を試みた。他施設

との連携強化や、Co 活動の実際についてが把握でき、また県内での好事例の共有などに

有用であり、医療機関での肝 Co 活動の活発化に寄与できるものと考えられた。 

A. 研究目的 

全国的に肝 Co の養成が進んでいるが、

積極的な活動ができていない肝 Coが多い

ことや、医療機関間の連携不足などが課題

となっている。本研究では、肝 Coサポー

トプログラムを利用し、別の都道府県で活

動する肝 Co にファシリテーターとして加

わってもらうことで肝 Co 主導型の研修会

を開催し、さらに当県独自で肝 Co主導型

の研修会を開催し効果を検証することで、

今後の肝 Co 活動の改善策を明確にするこ

とを目的とした。 

B. 研究方法 

本研究では、以下の方法で肝 Co の活動の

質向上を検討した。 

1. 肝 Co 主導型研修会の実施 

令和 5年 1月 20 日：福井県・徳島県・佐

賀県の協力を得て、スキルアップ研修会を

開催し得られた知見を活かして、令和 6年

9月 21 日：当県独自で肝 Co 主導型の研修

会を実施し、肝疾患専門医療機関との連携

強化を試みた。 

2. 研修会の運営方法 

参加者同士の連携強化を目的に、各自の名

刺を 10 枚程度作成し、自己紹介時にグル

ープワークのメンバーや関心のある施設の

肝 Co に配布する方式を導入。 

研修会の前半では、「肝炎すごろく」を活

用した学びとディスカッションを実施。 

後半では、多職種グループによるワークシ

ョップ（事例検討会）を行い、実際の肝炎

患者支援の課題と解決策について討論。 

3. 評価指標 

研修会参加者の満足度アンケート 

肝 Co の今後の活動内容の変化（受診・受

療支援、他職種連携の促進） 

肝 Co 間の情報共有・連携状況の変化 
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肝疾患専門医療機関の協力状況（新規 DAA

治療患者数、患者拾い上げ件数） 

 

C. 研究結果 

1. 参加者の構成 

研修会参加者：50 名（ファシリテーターを

含む）：病院所属の肝 Co が半数以上を占

めた。 

2. 研修会の成果 

研修会内容については、アンケートで参加

者のほぼ全員が「満足」と回答。研修会を

通じて、今後の肝 Co 活動で取り組めそう

なこととして、1. 医療助成制度の説明 2. 

他の職種との連携（院内連携を含む）3. 

受検・受診・受療の啓発 が上がった。一

方、Co 活動が活動困難な要因として、1. 

活動時間がない 2. 患者と関わる機会が

ない 3. 組織または上司の理解がない 

と回答するものが見られた。また、この研

修会を通じて「他施設との交流・連携が進

むと感じた」ものの割合は 50%に達した。 

3. 肝疾患専門医療機関の動向 

3 施設の肝 Co が、肝炎ウイルス患者の拾い

上げ方法や新規 DAA 治療開始患者数、肝 Co

活動の課題について情報共有。年間の新規

DAA 治療開始患者数（3施設合計）：約 40

名であることがわかった。 

 

D. 考察 

茨城県は平成 26年から肝 Co の養成を県の

事業として開始し、現在までに 1,000 名を

超える多職種のものが資格を獲得した。一

方、実際に活動しているものの数は多くな

い。全国で活躍している他県の Coの活動

内容や研修スタイルを取り入れることで、

我が県でも肝 Coの自発的活動が活発にな

るのではないかとの思いから、研究班で提

供している肝 Coサポートプログラムを利

用し、他県の Coからのノウハウの共有、

打ち合わせの上研修会を開始し、他県の Co

にもファシリテーターになってもらい、肝

Co 主導型の研修会を開催した。この経験を

もとに、今年度は県内の Co のみで自走で

きる研修会を開催した。 

1. 肝 Co 主導型研修会の有効性 

研修後、一部の肝 Co 同士の情報交換が活

発化し、他施設の肝 Coも同様の課題を抱

えている可能性が示唆された。ワークショ

ップの際に名刺交換を導入したことで、他

施設との連携が進むきっかけが生まれた。

研修会形式を「講義型」から「参加型」に

変えたことで、学びの実践に結びつく可能

性が高まった。一方、他施設や他職種の Co

との直接の関わり合いを通じて、それぞれ

の肝 Co が抱えている活動上の障壁が明ら

かになった。具体的には、活動時間・患者

との関わりの機会の不足、組織内の理解の

低さが指摘された。 

2. 今後の展望 

行政とも協働し、県内でイベント活動を実

施し、肝 Co が参加・連携する機会を創出

する。肝 Co 向けのオンラインプラットフ

ォーム（例：LINE グループ）を活用し、リ

アルタイムの情報共有を推進する。 

 

E. 結論 

1. 肝 Co 主導型の研修会を継続すること

で、多くの医療機関の肝 Co が活動に積極
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的に関与し、連携が促進されることが示唆

された。 

2. 肝炎ウイルス患者の拾い上げや適切な

介入方法についての情報共有が進み、実際

の治療介入件数の増加につながる可能性が

ある。 

3. 今後は、肝 Co 向けの LINE を活用し、

リアルタイムでの情報共有と多職種連携の

強化を目指す。 

4. 県内の医療機関や行政と連携し、肝 Co

の活動時間や環境を改善するための政策提

言を進めていく。 

 

F. 政策提言および実務活動 

＜政策提言＞ 

なし 

＜研究活動に関連した実務活動＞ 

研究班活動に加えて、茨城県の肝炎対

策協議会の副会長として、県の肝炎施策

に協力・助言を行い、さらに茨城県の肝

疾患診療連携拠点病院である東京医科

大学茨城医療センターの実施責任者と

して、茨城県と連携し、県内の肝疾患専

門医療機関との協議会などを通じて県

内の総合的な肝炎対策施策の推進活動

に携わっている。また、茨城県産業保健

総合支援センターの産業保健相談員と

して、特に職域における肝疾患に対する

対策について提言を行なっている。 

 

G. 研究発表 
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樹，屋良昭一郎，平山剛，池上正．免疫チ
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小腸炎の一例．Progress of Digestive 
Endoscopy. 2023, 104(1):93-4. 

2. Ishiba H, Fujii H, Kamada Y, Sumida Y, 

Takahashi T, Seko Y, Toyoda H, Hideki 
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